
※作業時間は，日射や材料温度等により異なります 

【ハイパークールパッチ 取扱説明書】  ※裏面は，作業説明書になっています。 

 

◆内容物 ： １箱には下記のものが梱包されています。 

  ・補修材 4 ｾｯﾄ（ 粉体：3.75kg/袋×4袋 ， 液体 0.90kg×4袋） 

  ・取扱説明書（本書） 

◆主 な 用 途 ： アスファルト舗装の穴埋め ， 段差すりつけ 

◆練り上がり量 ： 約 2.3 ﾘｯﾄﾙ/1 ｾｯﾄ（2.3 ﾘｯﾄﾙ×4 ｾｯﾄ＝9.2 ﾘｯﾄﾙ/１箱） 

◆補修面積の目安 ： １ｾｯﾄの補修面積の目安は下表のとおりです。 
 

補修厚さに応じた 1 ｾｯﾄの施工面積の目安 

補修厚（cm） 1 2 3 4 5 

補修面積（㎡） 0.200 0.100 0.066 0.050 0.042 

縦×横の目安（cm） 45×45 32×32 26×26 22×22 20×20 
 

◆作業時間と交通開放の目安 

  ・作業時間は，右図を参考に迅速な作業を心掛けて下さい。また，外

気温が 25℃程度以上の場合には，別売のセッター（遅延剤）を使用

して作業時間を確保して下さい。 

  ・交通開放は，補修 30 分後に補修材が黒く変色し，補修個所を指で

押しても凹みや材料の付着が無い事を確認してから行って下さい。 

◆作業可能温度 

   外気温 0℃以下の使用は避けて下さい。補修材の温度が低すぎる

場合には交通開放の遅延，高すぎる場合には作業時間が短くなりますので，極力，材料温度は常温のもの（10℃

～25℃程度）を用いて作業して下さい。なお，補修作業時は，直射日光を避けて箱の中に材料を保管し，必要な

分だけ箱から取り出して速やかに使用して下さい。 

◆保存方法 

   施錠可能な温度変化の少ない室内で，直射日光，水濡れ，湿気等を避け 5～35℃の条件下で保存して下さい。 

◆保存可能期間 ： 6か月 （保存期間を過ぎたものは，硬化時間が遅くなりますので使用しないで下さい） 
 

【取り扱い上の注意点】 

・作業時は，メガネ ，マスク ，ビニール手袋などの保護具を着用して下さい。 

・補修個所および周囲の脆弱部の除去・清掃は，確実に行って下さい。 

・補修個所に水が溜まっている場合は，スポンジやウエス等で水を除去し，湿潤状態にしてから補修して下さい。 

・雨天時の使用は，避けて下さい（やむなく使用する場合は，補修個所の水の除去および補修材が硬化するまで濡れないように養生して下さい）。 

・粉体と液体の混合は，必ず粉体 1袋に液体 1袋を投入し 30～60秒程度，勢いよく手混合して下さい。 

・混合が不完全で混合ムラがある場合等は，急結することがありますので，すばやく均一によく混合して下さい。 

・外気温がおよそ 25℃以上の場合や作業時間を長く確保したい場合は，別売のセッター（遅延剤）を粉体に加えて

30～60秒程度，混合してから液体を加え30～60秒間程度，勢いよく手混合して下さい。特に夏期の高温条件下で

は，作業時間が短くなるため迅速な作業を心掛けて下さい。 

・開封した材料（粉体，液体）および別売のセッター（遅延剤）は，その場で使用して下さい。 

・皮膚などに付着した場合には，速やかに清水で注意深く洗い流して下さい。 

・補修時に余った材料や梱包資材は，国，都道府県，区市町村が定める条例に従って処分して下さい。 

   ・セッター（遅延剤）は，別途，ご購入下さい（1 ｾｯﾄ 4袋）  

・本製品は、小規模なポットホールや段差すりつけを対象とした補修材なので、数センチ厚で大きい面積に使用す   

 る場合は早期に破損する場合もあります。 

 

 



【ハイパークールパッチ 作業説明書】  使用前は，必ず表面の取扱説明書を必ずお読み下さい。 
 

１．補修準備（清掃および脆弱部の除去）  ５．流し込み 

 

 

 

 

 

 

 

補修個所および周囲の脆弱部の除去・清掃を行う。 

  

 

 

 

 

 

 

速やかに，補修箇所へ流し込む。 

２．粉体袋の開封・空練り  ６．表面整形（仕上げ） 

 

 

 

 

 

 

粉体袋を開封し，上部をねじり 10秒程度，材料を均一
にするため，粉体をもみほぐす。 
※別売のセッター（遅延剤）を使用する場合は，もみほぐし後
にセッターを入れて 30～60秒程度，手混合する。 

  

 

 

 

 

 

 

流し込んだ補修材を，接着面（底面，側面）に速やかに，コテ

などで十分になじませてから，表面を整形する。 

３．粉体袋へ液体を投入  ７．養生・完了 

 

 

 

 

 

 

 

もみほぐした粉体に，液体をこぼさないように投入する。 

  

 

 

 

 

 

 

施工後 30分に，青色から黒色に変色して，指で押して
も凹みや材料の付着がないことを確認し，完了。 

４．混合   

 

 

 

 

 

 

 

液体を加えた粉体袋の上部をしっかりねじり，勢いよく
30 秒程度手混合する。混合後の中身を目視し，混合
ムラがある場合には，速やかに再混合する。 

  

 

K A J I M A  R O A D  C O . , L T D 

【30分後】 

問合せ先：本店 営業部 TEL 03-5802-8009 

 


